
JAFICは1970年代から衛星データ（海面水温）の漁業利用の技術開発を進めてきま
した。1980年代以降、海色や海面高度など多種多様な衛星データが利用可能と
なっています。利用の幅も広がっており、近年は沖合漁業から沿岸漁業や養殖業
にも広がりを見せています。また近年は水産業のスマート化が技術開発の大きな
潮流となっています。スマート化のポイントはDXとデータ連携です。本講演では
スマート水産業における衛星データの利用について講演します。

JAXAは1990年代より人工衛星観測データの水産利用について関係機関と協力して
検討を進めてまいりました。その中心となる地球環境変動観測ミッション
（Global Change Observation Mission : GCOM）は、電波センサ（マイクロ波放
射計）を搭載する「しずく」と、光学センサ（中分解能広域光学イメージャ）を
搭載する「しきさい」の２つの衛星から構成されます。本講演では、「しずく」
と「しきさい」による海洋データ観測の現状と水産利用について講演します。

三方を海に囲まれた千葉県では、海域特性に応じて様々な漁業が営まれています。
黒潮の影響をうける太平洋沿岸は、日々の海況変化が大きいことから、操業支援
のため、関係機関とともに、衛星データを活用した海面水温および黒潮流路の現
況を示す海況図を作成、情報提供しています。また、スマート機器による漁業者
の海洋観測体制を構築するとともに、海況予測に取り組み始めました。本講演で
はこれらの取り組みについて講演します。

佐賀県有明海のノリ養殖は、生産枚数・金額とともに日本一であるものの、ノリ
の色落ち（栄養不足による色調低下）などの課題を抱えています。このため、佐
賀県では、色落ちの原因となる植物プランクトン（植物PL）の動向を把握するた
め、船舶による高頻度な水質調査を行っていますが、広大な漁場の隅々まで調べ
ることは困難です。本講演では、有明海湾奥部のノリ養殖において、植物PLの広
域的な把握を目的とした衛星データの活用の可能性について述べます。

いか釣り漁業では、スルメイカ資源の減少により、漁場探査の重要性が増加して
います。このため、人工衛星を使った漁場予測システムを使うことで、漁場探査
の効率化が図られています。また、効率的な操業や安全な航海を行うためには沖
合で多様な情報を得る必要がありますが、漁業情報サービスセンターのエビスく
んを導入したことで簡単に得られるようになりました。更には、国が進める水産
業のスマート化への貢献も期待されています。
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パネルディスカッション
漁業や養殖業の発展のためのスマート水産業における、

衛星データの活用と現場情報との連携について議論します。
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